
凡例

「茅君内伝」 訳注研究 （三）

廣瀬直記

l ． 底本には上海涵芽楼影印『正統道蔵 』所収の元 ・劉大彬編『茅 山志』巻五「三
神紀」を 用 い る。

2． 底本 の意 味が通りにくい場合にのみ、 異本を用 いて校訂を行なう。 主

な異本は 『正統道蔵』 所収の北宋 ・ 張君房編 『雲笈七鍛』 巻百四 「太元 真

人東嶽上卿司命真君伝」 （雲笈本）であるが、 他の断片的な 引 用 文を 用 い

ることもあ る。

3 ． 参考として、 底本と異本との対照、 および｛失文 の底本へ の還元をここ

ろみる。 その際、 異本の文章のうち、 底本に存在しない部分は下線を引い

て示す。

4. 『茅山志』巻二十「九錫真人三茅君碑文 」（梁普通三年、 522年）は 『茅
君内伝』の一部を下敷きにした碑文であり、 必ずしも異本とはいえないか

もしれないが、 由来の最も古いテキス ト であるため、 底本との対照を行な

う。

5． 便宜的に作った段落 ごとに作業を進める。 各段落は 【原文】 【校訂】 【訓

読】 【語釈】 【通釈】 【参考】 という構成をとる。

6． 全体にわたって 、（ ）は説明、言い換えおよび取り消された文字を、 〔

は追加と補足を、 く 〉 は注文と小字を示す。

段落 7 (7b ~ 8b) 

【原文】

二弟在官、 聞兄白 日神仙著於民 口、 始信仙化可學、 神霊可致、 然後明松喬不虚、

鼎湖有賓耳。 於是各棄官還家、 以 日 仄之年、 修糟粕遺事。 未有補益、 廼相謂曰 、

家兄得道、 非他人也。 何不往従、 親稟 口訣、 而廼按云云方書、 以規度世乎。 縦
往而不達、 終不使吾等死於非所。 遂以元帝永元①五年壬午三月 六 日、 度江求兄

於東山。 相見悲折流悌。 君告二弟 曰、 悟何晩芙。 二弟謝 曰、 固衷頑下、 不達道

徳、 流涌風塵、 希世臭味。 垂櫻漢朝、 闇門完全、 位至守相、 享年壽考、 皆兄神

祐覆護之恩。 蒙蔭以来、 日 用 不覺。 一旦失兄、 若無天地。 人非金石、 命営有證。

年已朽仄、 常慮奄忽。 呼吸寄生、 不朝則夕。 昔 日 蹄家、 修兄遺事、 不受慎訣、

未獲其効。 越江来侍、 規稟訓誨。 願賜長生、 済弟無死。 君曰、 卿已老芙。 難可

補復。 縦得員訣、 適可成地上仙耳。 上清昇臀大術、 非老夫所學。 於是教二弟服
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青芽始生咽氣液之道。 亦停年不死之法也。 後語季偉 曰、 卿宜服黄帝四扇散。 我

昔受之於高丘先生。 今以相偉耳。 又語思和 曰 、 卿宜服王母回童散。 思和儒中損、

少於季偉。 故宜服此、 以填精補脳耳。 夫此二方、 皆妙法也。 二弟具受教勅、 廼

服薬咽氣、 勤精静思、 又施行諸為生生之戒懺者。 如是十八年、 色如虚子。 君曰、

薬已行芙。 廼受以上道、 使存明堂玄員之氣、 以撮運生精、 理和魂神。 三年之中、

神光始現。 君又各賜九轄還丹ー剤、 神方一首、 仙道成芙。

［校訂】

①元 ・ ・永元 という元 号はないため、 「光」に改める。 訓読以下、こち らに従う。

【訓読】

二弟は官に在り、 兄の白日に神仙たること民の 口に著はるるを聞き、 始めて仙

化の學ぶ可く、 神震の致す可きを信じ、 然る後ち松喬の虚な らず、 鼎湖①の賓

有るを明らかにするのみ。 是に於いて各おの官を棄てて家に還 り 、 日 仄の年を

以て、 糟粕の遺事を修む。 未だ補益有 らざれば、 廼ち相 ひ謂ひて 曰く、 家兄

得道するも、 他人に非ざるなり。 何ぞ往き従ひて、 親しく 口訣を稟け、 而して

廼ち云云の方書を按じ、 以て 度世を規せざ らんや。 縦ひ往きて達せずとも、 終

に吾等をして非所に死せしめ ず、 と。 遂に元 帝の永光五年壬午三月 六 日 を以

て、 江を 度り兄を東山②に求む。 相ひ見えて悲折流悌す。 君 二弟に告げて 曰

く、 悟ること何ぞ晩き、 と。 二弟 謝して 曰く、 固衷は頑下にして、 道 徳に達

せず、 風塵に流涌し、 世の臭味を希ふ。 漢朝に垂櫻し、 闇門完全にして、 位 は

守相に至 り 、年を壽考に享くるは、 皆 兄の神祐覆護の恩な り 。 蔭を蒙 り て以来、

日び用 ゐて覺えず。 一旦 兄を失へば、 天地 無きが若し。 人は金石に非ざれば、

命 嘗に需くること有るべし。 年 已に朽仄し、 常に奄忽するを慮る。 呼吸に生

を寄せ、 朝な ら ざれば則ち 夕なり ③。 昔日 家に蹄り、 兄の遺事を修 むるも、

員訣を受けざれば、 未だ其の効を獲ず。 江を越へて来たり侍り、 訓誨を稟けん

ことを規す。 願はくは長生 を賜は り 、 弟を清ひて死無からしめんことを、 と。

君曰く、 卿 已に老いたり。 補復す可きこと難し。 縦ひ員訣を得とも、 地上の仙

と成る可きに適ふのみ。 上清昇雷の大術は、 老夫の學ぶ所に非ず、 と。 是に於

いて二弟に服青芽始生咽氣液の道④を教ふ。 亦た停年不死の法なり。 後ち季偉

に語げて 曰く、 卿は宜しく黄帝 四扇散⑤を服すべし。 我れ昔 之を高丘先生⑥

に受く。 今 以て相 ひ｛専ふるのみ 、 と。 又た思和に語げて 曰く、 卿は宜しく王

母回童散⑦を服すべし。 思和の證中は損はるること、 季偉よりも少なし。 故に

宜しく此を服し、以て填精補脳⑧すべきのみ。 夫れ此の二方は、皆 妙法なり、と。

二弟 具に教勅 を受け、 廼ち薬を服し氣を咽み、 勤精に静思し、 又た諸もろの

生生の戒憤⑨と為す者を施行す。 是の如くすること十八年にして、 色は虚子の

如し。 君曰く、 薬已に行はれり、 と。 廼ち受くるに上道を以てし 、 明堂玄員の



氣⑩を存し、 以て生精を撮運し、 魂神を理和せしむ⑪。 三年の中 に、 神光始め

て現はる。 君又た各おの九轄還丹一剤、 神方 一首⑫を賜へば、 仙道成れり。

【語釈】

①鼎湖・・黄帝が龍に 乗って昇仙した場所。 『史記』巻二十八 「封禅書第六」に「黄
帝采首山銅、 錯鼎於荊山下。 鼎既成、 有龍垂胡顛、 下迎黄帝。 黄帝上騎、 群臣

後宮従上者七十餘人。 龍乃上去。 餘小臣不得上、 乃悉持龍顛。 龍顛抜、 堕黄帝

之 弓。 百姓仰望黄帝既上天、 乃抱其弓興龍胡顛琥。 故後世因名其虔曰鼎湖、 其

弓 曰烏被」とある。

②東山・・茅山を指す。 許謡の 山館の東にあったため に、 こう呼ばれたのだろ

う。 なお、 『真詰』正文でも、 「稽神枢」 以外ではふつう 「茅山」 「旬 曲 山」で

はなく 「東山」と呼ばれる。

③不朝則タ・・時間の間隔が短いことをいうか。 『後漢書』巻六 十九 「寅何列

伝第五十九」 に 「臣恐二世之難、 必将復及。 趙高之髪、 不朝則夕」とある。

④服青芽始生咽気液の道・・『真詰』巻十八に 「泰和二年四月 、 服青牙。 ＜此青

牙始生法。 世未見経〉」 ( l lb) とある。 これ によると、 泰和二年 (367) に許

翻が 「青牙」 を服用 したようであり、 陶 弘景はそれを 「青牙始生法」と言い

換えている。 一方、 『正統道蔵 』 にも『洞真太上青牙始生経』が収められてい

る。 これは青牙を含 む五牙（五方の気。 五芽ともいう）の吸収法を説くもので

あり、 西王母から谷希子 に伝えられたとされる。 ただし、 陶弘景が 「青牙始生

法」について「世未見経」と述べている以上、 『洞真太上青牙始生経』は楊義

と二許の時代にはまだ成立していなかった可能性が高い。 なお、 五牙の吸収法

は、 古くは『太上霊宝五符 序』巻上 「仙人揺服五方諸天気経」や 『上清明堂元

真経訣』 「太極真人服 四極雲牙神仙上方」 にも見える。 Kristofer Schipper and 

Franciscus Verellen (eds. ) , The Taoist Canon: A Historical Companion to the 

Daozang. University of Chicago Press, 2004, vol. 1, p. 194 を参照。

⑤黄帝 四扇散・・九転還丹を服 用 する前 に飲むべき薬。 老化を防いで若さを

取り戻す効果 があるとされる。『太極真人九転還丹経要訣』 に「常欲修錬九轄

丹餌之者、 則先餌服 此 巳下薬、 巳漸去濁栞世間之疾耳。 … … 此黄帝所受風后

神方、 却老還童之道也」 (5b ~ 6a) とある。 ロ ビ ネ氏によると、 『太極真人九

転還丹経要訣』は本来 『茅君内伝』の一部だったという。 Isabelle Robinet. La 

revelation du Shangqing dans l'histoire du taoisme, Ecole Franc;:aise d'Extreme­

Orient, vol. 13 7, Paris, 1984, pp. 395-396 を参照。 『雲笈七鍛』巻七十七の「黄

帝四扇散方 」 には 「大茅君以授中茅君」 という注文および 「我昔受於高丘先生、

令以相博耳」( 1 la) という 『茅君内伝』の一文が付け加えられている。

⑥高 丘先生・・『抱朴子 内篇』巻十九 「退覧篇」 に 「 断虎狼禁山林記、 召百里

轟蛇記、 萬畢高丘先生法三 巻」 (6a) と見える。 ただ、「萬畢高丘先生法」が
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どのようなものかは不明。『真詰』巻五に「君曰、昔高丘子殷人也。亦好道入

六景山。積五百二十餘歳。但讀黄素道綬、服餌粛。後合鴻丹、以得陸仙。遊行

五嶽二百餘年。後得金液、以升太清也。今為中嶽員人」(9b)、『紫陽真人内伝』

に「乃遊登鍾山、遇高丘子、受金丹方二十七首」(9b)と見える高丘子も同一

人物かと思われる。

⑦王母回童散・・九転還丹を服用する前に飲むべき薬。陰気を洗い流し陽気を

保ち、六腑を調和させる効果があるとされる。「黄帝四扇散」と並んで『太極

真人九転還丹経要訣』に「未餌丹之前、先須服此散、以湿陰邪之柔、存陽柔、

調和榮衛六府者也」(6a)と見える。なお、『太極真人九転還丹経要訣』および『雲

笈七鍛』巻七十七では「王母四童散」に作る。

⑧填精補脳・・還精補脳のことと解釈した。還精補脳については、『道教事典』（平

河出版社、1994年）の「道教の養生法の一つ。房中術の重要な技法で、性交の際、

精液を漏らさずに脊髄に還流させ、脳髄を補うことをいう」（吾妻重二、78頁）

という説明にしたがう。

⑨生生の戒慎・・養生するうえでの戒め。『真詰』巻十には「學生之人、一
接

則傾一年之薬勢。二接則傾二年之薬勢。過三以往、則所傾之薬、都亡於身芙。

是以員仙之士、常慎於此、以為生生之大忌」(19a)とあり、たとえば性交が「生

生の大忌」とされている。

⑩明堂玄真の気・・「明堂玄真の道」において存思される日月の光芭および太

玄玉女の吐き出す赤気のことをいう。『上清明堂元真経訣』「茅伝訣」に「又存

日月中有女子、頭建紫巾、朱錦被裾、自稲太玄上玄丹霞玉女、諒纏旋、字密員、

口吐赤氣、彊満日月光芭之間、合興芭霞、並證入注我口。我主咽之、存女亦随吐。

行之九十咽。畢、存覺令日月之景、親簿我面上、令玉女之口、歓我口上、使氣

液来下入於口中」(2a~b、陶注省略）とある。「明堂玄真の道」については、「『茅

君内伝』訳注研究（
一

）」段落3の語釈⑧を参照。

⑪以て生精を描運し、魂神を理和せしむ・•この表現は『上清明堂元真経訣』

「茅伝訣」にも「此道以撮運生精、理和魂神」(5a)と見える。

⑫九轄還丹
一

剤、神方
一

首・・「『茅君内伝』訳注研究（
一

）」段落3の語釈⑪

を参照。これらは「明堂玄真の道」を含め、いずれも茅盈が西城王君から授かっ

たものである。なお、「神方」については、段落3の語釈⑫で「『太極真人九

転還丹経要訣』に見える「黄帝四扇散方」と「王母四童散方」のことを指すか」

と述べたが、段落7の記述によると、それらとは別物のようである。いま誤り

を訂正する。

【通釈】

二弟は官途に就いていたが、兄が白日昇天して神仙になったことが人々のロ

に上るのを聞いて、人が学んで仙人になれること、神霊に接することができる

ャ



ことを信じるようになった。 また、 赤松子や王子喬の存在はでた らめではなく、

鼎湖の黄帝昇仙伝説も事実だったのだと悟った。 そこで、 それぞれ官職を捨て

て家に帰 り 、 老齢の身をもって兄が残した書物を勉強した。 しかし 、 若返るこ

とはできなかったので、 顔を見合わせて言った。「兄上は得道したとはいえ、

他人ではないのだ。 だか ら 、 兄上のもとに行って直接口訣を受け、 しかじかの

仙術の書物によって昇仙を 目 指そうではないか。 たとえたど り着けなかったと

しても、 兄上が私たちを見殺しにすることはなかろう。 」 こうして元 帝の永光

五年（前 3 9) 壬午の歳に、 長江を渡って東山（茅山）に兄を訪ねた。

兄弟は再会を果たすと、 悲喜こもごもの涙を流した。 盈は二弟に告げて言っ

た。「なんと悟るのが遅いことよ。」二弟は頭を下げて言った。「 固と衷は頑固

で愚かなため、 道徳の教えを理解できず、 役所勤めに汲々として、 世俗の成功

を欲していました。 私たちが漢朝に仕官できたこと、 一族が 円満であったこと、

立身出世できたこと、 長寿を得 られたこと、 すべては兄上の霊妙な加護のおか

げでした。 兄上の恩を被っていなが ら 、 日々 自覚があ りませ んでしたが、 いざ

兄上がいなくなってみると、 まるで天地が消えてなくなったかのようでした。

人は金属や石ではあ り ませんか ら 、 いつかは寿命が尽きてしまいます。 私たち

はすでによぼよぼであ り 、 いまにも息絶えるのではないかと常に恐れています。

息を吸って 吐くまでの短い人生は、あっという間に過ぎ去 り ます。以前家に帰っ

たとき、 兄上が残された書物を勉強してみましたが、 真人の 口訣がなかったた

め、 その効果を得ることができませ んでした。 そこで、 長江を渡って兄上のも

とに馳せ参じ、 教えにあずかろうと思ったのです。 お願いします。 長生の秘術

を授け、 私たちを死の運命か ら救い出してください。」

すると盈は言った。 「おまえたちはすっか り 老いさ らばえた。 いまさ ら 若返

ることはできないだろう。 たとえ真人の 口訣を得たとしても、 せいぜい地上の

仙人になることができるだけだ。 上清白日昇天の大術は、 老いぼれが勉強する

ようなものではないのだ。」そこで、 二弟に「服青芽始生咽気液の道」を教えた。

やは り 老化を止めて不死になる方法である。 その後、 季偉に告げて言った。「お

まえは黄帝 四扇散を服 用 するがよい。 これは昔私が高丘先生か ら授かったもの

なのだが、 いまおまえに授けよう。 」 同時に思和に告げて言った。 「おまえは王

母回童散を服用 するがよい。 思和のか らだは季偉ょ り も損傷が少ないか ら 、 こ
れを服用したうえで精液が漏れるのを防いで脳髄を補えばよい。 この二つの方
法（黄帝四扇散と王母回童散）はいずれも優れた効き 目がある。」二弟はこと

細かに指導を受け、 薬を服用 して純粋な気を取 り 込み、 心を込めて静かに思い

を凝 らし、 養生する上でのさまざまな戒めを実践した。 そうして十八年が経つ

と、 二弟のか らだは少女のような色つやになった。 盈は「薬がもう効いたよう

だな」と言って、 さ らに優れた教えを授け、 明堂玄真の道によって日月の光芭

および太玄玉女の吐き 出す赤気を摂取して体内にめ ぐ らせ、 魂神を穏やかに整

「茅君内伝」 訳注研究 （三） 87 
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えさせた。 すると三年も経たずに、 二弟のからだから神々しい光が現われはじ

めた。 そこで、 盈が九転還丹一剤と神方一首を与 えると、 二弟は仙人になるこ

とができた。

【参考】

① 『雲笈七鍛』 巻百四 「太元 真人東嶽上卿司命真君伝」1 5b ~1 6b

時二弟在官、 聞盈玄跡砂邁、 白日神仙、 乗飛歩虚、 越波凌津、 霊官奉従、 著於

民口、 節蓋施旗、 光耀天下、 始乃信仙化可學、 神震可致。 然後明松喬不虚、 鼎

湖賓有。 於是並各棄官還家、 以日仄之年、 方修盈糟粕遺事、 不得口訣、 未為補益。

乃相興共歎、 而相謂 曰、 家兄得道 、 非他人也。 忽不往従親稟問密訣、 而留此按

云云方書、 以規 度世乎。 縦往而不達、 兄之神仙、 終不使吾等死於非所也。 遂共

棄家、 扶輿 自載、 以尋斯暴。 以漢元 帝永光五年三月 六日、 渡江求兄於東山。 遂

興相見、 悲折流悌。 告二弟 曰、 悟何晩芙。 二弟脆曰、 固衷頑下、 不達道徳、 願

賜長生、 済弟元 元 。 盈曰卿 已老芙。 欲難可補復。 縦得員訣、 適可成地上仙耳。

其上清昇臀大術、 非老夫所學。 今且常漸階其易行、 以 自支住。 於是並教二弟服

青牙始生咽氣液之道、 以住血断補焦枯描筋骨之益、 亦停年不死之法也。 因以長

齋三年、 授以上道、 使存明堂玄員之氣、 以播運生精、 理和魂神。 三年之内 、 喝

誠精思、 神光乃見。 於是六丁奉侍、 天兵衛護。 盈又各賜九轄還丹ー剤、 井神方
ー首。 各拝而服之、 仙道成芙。

② 『茅山志』巻二十「九錫真人三茅君碑文」 碑文 5a ~ b
二弟聞君得道 、 各解秩還私、 停家修習、 積有五歳、 渡江尋兄。 君廼教以黄帝四

扇神散之方、 青芽髪枯潤骨之法。 精勤丹至、 積感幽震。

段落 8 (8b ~ 1  Oa) 

【原文】

君廼啓王君 自陳、 二弟蒙天恩清 度、 得為地仙、 仙法要常侃録受策、 帯員極之符 。

然後書署慮官、 掌領所司。 乞願推恩、 平其覆蓋。 王君曰、 子少學道徳、 勤心不

悌。 吾憫汝至志、 是以相成。 堅心閣奏、 為子保奉之主、 太上垂許、 賜命神仙。

二弟頼卿蔭祐、 享年富貴、 騒淫敗氣、 止存視息。 年出ー百、 非復學道時也。 得

神散霊方、 髪化久視足英。 距宜便受職署、 為地上之仙位乎。 且膿古以来、 兄弟

倶仙亦為少英。 然子高祖得道、 仁加萬物、 積徳所及、 廼鍾子身。 慈心仁和、 毎

修陰功。 誠可慾也。 子屡請乞二弟仙官之職、 今重賜玄水玉液丹。 可使長齋而服

之。 慎他宣示。 別宜閣啓太帝。 而保奴之信、 子嘗 自将以来。 子時二弟雖内通神

霊、 外撮六丁、 至於天員大神如王君之｛壽、 猶未肯降見。 明高卑不倫芙。 君使二

弟清齋、 服薬食芝。 畢、 復相興心齋三月 。 詣青童方諸宮 、 書名金簡。 次詣西城

洞宮 、 朝見穂員上宰。 南詣衡山朱嘉、 謁太虚赤員人。 蹄方諸、 請地仙三①員之
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はれば、 君 二弟に勅し、 僻して治むる所に還らしむ。 是こを以て季偉に地員

上仙定録神君の琥有り、 思和に司三 官保命仙君の位有り。 各おの紫素の命に依

り、 封ぜられて治むる所に蔀む。 神宮上府も、 亦た事に随ひて二君に資給す。

【語釈】

①録・・「 『茅君内伝』訳注研究 （二）」 段落4 の語釈①を参照。 茅盈はこれを

西城王君から授かり、 天丁の兵に守護されるようになった。

②策 ・ ・ 仙官にな った こ とを象徴す るものの 一つ。 『紫陽真人内伝』 に「積

十一年、 遂乗雲駕龍、 白日昇天。 上詣太微宮、 受書為紫 陽員人。 侃黄施之節、

八威之 策、 帯流金之 鈴、 服 自然之衣、 食玉醸之粕、 飲金 液之漿。 治葛術山金

庭銅城。 所謂紫 陽宮也」( 12a) とある。 また、 後の霊宝経では、 『太上洞玄霊

宝赤書玉訣妙経』巻上「霊宝八威神策玉訣 」に「嘗朱書三天太上召伏絞龍虎豹

山精文、 著ー銀木板上。 又書記年月 師姓諒、 著ー板上。 合二板内獲褻。 朱書次

文、 著ー板上著嚢外。 凡三 板合、 封為神策。 如博之状」(24 b) とあるよう に、

符 を書いた板と、 年月と師の姓諒を書いた板とを合わせて袋に入れ、 その袋を

もう一枚の板に結びつけたものが「八威神策」とされた。 謝世維『天界之文 ：

魏晋南北朝霊宝経典研究』、 台湾商務印書館、 2010年、 第六章 「天書興聖物 ：

道教儀式中天書之物質化」 を参照。

③地上の仙位・・地上の仙官のことと解釈した。 段落8 の 冒頭によれば、 ニ

弟はすでに地仙（おそらく散位） になって いる。 ここでは官職を得ることが高

嶺の花のように言われて いるのだろう。 二弟は最終的に「紫素の書（任命書）」

を授かって仙官となるが、『雲笈七鍛』巻百四と 『茅山志』巻ー「詰副墨」に

収められた 「紫素の書」に「位為地仙、 九宮之英」 とあるので、 彼らは地仙の

ま ま 仙官になったと考えられる。 なお、 『茅君内伝』によると、 茅固は「地真

上仙 定録神君」と いう称号を得ている。 また、 『無上秘要』巻八十三では「得

地仙道人名品」の 一つ上の段階として「得地真道人名品」 が設けられており、

茅衷もそこに列挙されて いる。 したがって、 茅固と茅衷は地仙ではなく地真だ

ということもできるかもしれない。 しかし、 少なくとも『茅君内伝』では地仙

と地真がはっきり区別されているようには見えない。

④玄水玉液丹・・五石腕のことをいう。 十五年服用 すると、 からだが玉光を発

して透き通ったようになるとされる。『無上秘要』巻八十七所引の『洞真太極

帝君填生五蔵上経』に「此映名玄水玉液、 一名飛龍雲映、 一名錬五石之華膏。

服之十五年、 身有玉光、 内外洞徹、 長生天地、 役使鬼神」( 10a ~ b)とあ る。

⑤太帝 ・ ・ 扶桑太帝のことだろう。『真詰』、 『登真隠 訣』 に 限って見 ると、「太

帝」 と呼ばれる神格は、 扶桑太帝、 白元 太帝、 北太帝君である。 そのうち、 扶

桑太帝のみが上清経の伝授に関わる高位の神格であるため、 この文脈に合致し

ている。 扶桑太帝については、「『茅君内伝』訳注研究（一）」 段落 3 の語釈②



を参照。

⑥六丁・・ 六丁神女のこと。 よく人と感通し、 存思によって召し 出し やすいと

される。『登真隠訣』 巻中の陶注に「六丁即六丁神女。 此神善興人感通、 易為

存召。 亦應向 六丁所在。 謂甲子旬即向卯也。 其玉女別有名字服色、 在震飛中」( 6a)

とある。 この陶注によると、 六丁神女は 『上清壇宮霊飛六 甲左右上符 』 に 見え

る丁字を冠する六人の玉女たち（丁卯太玄玉女、 丁丑黄素玉女、 丁亥太素玉女、

丁酉緯宮玉女、 丁未拝精玉女、 丁 巳青要玉女） を指すのだろう。 なお、 二弟が

六丁の神女たちを操ることができるよう になったのは、 「明堂玄真の道」 を修

行したからである。『上清明堂元 真経訣』「茅伝訣」にその修行の結果「六丁奉

侍、 天兵衛護」(5a) となると言われている。

⑦青童 ・ ・ 方諸青童君のこと。 金 閤後聖帝君の上相であり、 この段落に 見え

る「九微太真上相王大司命高晨師青童君」も同じ。 大司命という高い位 にあり、

太元 真人 （茅盈）や南岳魏夫人をはじめとする三十六 司命神の頂点に立つ。『真

詰』 巻九の陶注に「雷山赤城亦為司命之府。 唯太元 員人南嶽夫人在焉。 李仲甫

在西方、 韓 衆在南方。 餘三十一司命皆在東華。 青童為（太） 〔大？ 〕 司命、 純

統故也」( 21b ~ 22a) とある。 また、 西城王君の師でもある。「『茅君内伝』

訳注研究（一）」 段落 2の語釈④を参照。 詳しくは、 神塚淑子 『六朝道教思想

の研究』第一篇第二章「方諸青童君をめぐって」、 創文社、 1999年を参照。

⑧方諸宮・・方諸は会 稽の東南七万里の距離にあるとされた仙島。 青童君の宮

殿があり、 真人や位の高い仙官たちが 集うとされる。 また、 東華山の上 にある

ことから東華宮とも呼ばれる。『真詰』 巻九に「大方諸酎會稽之東南、 小看去

會稽岸七萬里」( 21a) 、 「大方諸宮、 青君常治虚也。 其上人皆天員高仙、 太極

公卿諸司命所在也」( 21b) 、「青君宮在東華 山上。 方二百里中、 需天仙上員宮

室也」( 20 b) とある。

⑨金簡・・「『茅君内伝』 訳注研究 （一）」 段落 2の語釈②玉札と同じく、 仙人

候補者の名簿をいうのだろう。 『真詰』 巻六 に「服震芝者神逸、 奇方上術、 漁

於清虚之奥、 金簡玉札、 撰於委羽之嘉」( 2a ~ b) とあり、 玉札と並べられて

いる。 なお、 『洞真上清青要紫書金根衆経』 には修行者が 自ら金簡玉札をした

ためて神々のもとに 送り届ける方法が示されている。

⑩衡山の朱台・・朱陵の霊台のことか。 『初学記』 に「徐震期南岳記、 及盛弘

之荊州記云、 … …故南岳衡山、 朱陵之震棗、 太虚之賓洞、 上承冥宿、 鈴徳鉤物、

故名衡山」とある。 魏斌氏によると、 この部分は劉宋の徐霊期『南岳記』 の記

述と見てよいとのことである。 『「山中」的六朝史』、 三聯書店、 20 19年、 347

~ 348 頁を参照。 また、 『上清道類事相』 巻三に「上清経云、 … … 又云衡山朱

蛋、 上真君居之」( 6a）とあるが、 どの上清経からの引 用であるかは不明。

⑪太虚赤真人・・太虚真人南岳赤君、すなわち赤松子のこと。 『真諧』巻五 に「然

學者皆有師。 我之所師南嶽松子。 松子為太虚員人左仙公」(5a) とある。 清霊
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華闊、 太和殿、 蓼陽殿、 紫珠闊、 七映房、 長棲。 右玉晨道君所居」 ( l a) とある。

ただし、 『道門経法相承次序』がどの上清経にもとづいているのかは不明。

⑲ 〈紫素の策文は、 二つながら詰副墨篇に見ゆ。 〉 . . この割り注は 『茅山志』

の編者によるもの。 『茅山志』 巻ー 「詰副墨」 と 『雲笈七鍛』 巻百四 「太元 真

人東嶽上卿司命真君伝」にその文が収録されている。 本来 『茅君内伝』 の一部

だったものだろう。 この段落の 【参考】 ①を参照。

【通釈】

盈はそこで王君に 陳情した。 「私の二人の弟は天のめ ぐみによって救われ、

地仙となることができました。 しかし、 仙法 〔の決まり〕 では、 まず録を個び

策を授かり、 「真極の符 」 を身につけねばならず、 その後で任命書をもらって

仙官に配属され、 各地を管轄することができるとされます。 どうか恩愛の情を

推し広げ、 弟たちにも私と同じく 目をかけてくださいますようお願い申し上げ

ます。」

王君が言った。 「おまえは若いころから道徳の教えを学び、 心を尽くして怠

ることがなかった。 わしはその優れた志を不憫に感じて 、 引き立ててやろうと

思ったのじ ゃ。 そう心に決めて上奏し、 おまえの推薦人となったところ、 太上

の許しが得られ、 おまえは神仙になることができた。 〔かた や〕 二人の弟はお

まえの加護によって生 涯富貴だったが、 〔そのじつ〕 傲慢放蕩で生気を損ない

ながら、 ただ生きながらえていたに過ぎぬ。 〔すでに〕 百歳を超えているので

あれば、 いまさら道の教えを学んでも手遅れじ ゃ 。 仙薬の処方と変化長生の術

を手に入れたらそれで十分。 どうして地上の仙官としての職を得る道理がある

だろうか。 しかも、 はるか昔から兄弟そろって仙官となった例は稀じ ゃ。 とは

いえ、 おまえの高祖父 〔茅初成〕 は得道し、 その仁愛は万物に行きわたった。

そして、 あやつが積んだ功徳 〔の報い〕 は、 いまおまえの身に 集まっておる。

〔そのうえ、 〕 おまえは慈しみの心があっで情け深く、 いつも人 目につかない功

徳を修めておる。 じつに憐れむべきではないか。 そんなおまえが弟たちのため

にしきりに仙官の職を乞うのであれば、いま新たに玄水玉液丹をくれてやろう。

彼らに長斎させたうえで服用させるがよい。 ほかの者に伝えてはなら ぬ。 また

〔弟たちを仙官に推薦することは〕 扶桑太帝にも申し上げよ。 推薦 〔にあたっ

て必要な財物など〕 のしるしは、 おまえが 自分で用 意して持ってくるのじ ゃ。」

当時、 二弟は 〔すでに〕 神霊に通じる心を得て、 六 丁の神女たちを操る術を

身につけていたが、 王君のような天界の真人や大神は依然として 〔二弟のもと

に直接〕 降臨しようとしなかった。 そうして身分の違いをはっきりさせたので

ある。

盈は二弟に清斎させたうえで、 仙薬を服用 させ霊芝を食べさせた。 それが終

わると、 二弟とともに三か月 心斎（心をからっぽに）した。 〔まず、 〕 青童君の
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いる方諸宮に行き、 二弟の名を金簡に書き込んだ。 ついで 〔二弟を連れて〕 西

城山の涸宮に行き、 総真上宰王君にお 目 通 り した。 〔それか ら 〕 南に向かい、

衡山の朱台に行って太虚赤真人に謁見した。 〔その後〕 再び方諸に行って 〔ニ

弟のために〕 「地仙二真の策」を請い受け、 赤城 山に行って「真変神符 」を授

かり、 また羅江の雷山に行って華施繍膳（はた） を請うた。 こうして 〔準備を

整えてか ら 〕 九宮に上って金 関宮に行き、 聖君か ら 〔太上の〕 任命書を授かっ

た。 〔その経緯は以下の通 り 。 二弟は ま ず〕 宮殿の下 で三か月のあい だぬかず

いた。 す ると、 聖君が九微太真 上相王大司命高晨師青童君に命じた。 「太 上大
道君の おわす協晨宮に参内し、 朱官使者に要請して 、 固と衷に官位を授けに金

関宮に降ってきて も ら え。」すぐに使者二人とその侍従数千人が連れ立ってき

で使者が手ずか ら「紫素の書（任命書）」を固と衷に授けた。 〈「紫素策文（授

与文）」は 〔固への もの も衷への もの も 〕 いずれ も『茅山志』「詰副墨篇」に見

える。 〉 任命書を授かった後、 盈は二弟に対し、 退いて任地に赴くように命じた。

こうして季偉（茅固）は「地真上仙 定録神君」の称号を、 思和（茅衷）は「司

三官保命仙君」 の地位を得て、 それぞれ紫素の任命書によって領地を与 え られ

て統治の任にあたった。 また 、 〔その役所である〕 神宮上府 も同時に彼 らにあ

てがわれた。

【参考】

①『雲笈七鍛』巻百四「太元真人東嶽上卿司命真君伝」 16b ~ 17 b

後授紫素之書各亘完、 以付固衷。 固衷拝受。 其時亦有執儀者、以啓正之。紫素文 曰、

太上有命 天載員書言、 咸陽茅 、 家千 閣、 蕨字季偉、 受名営仙。 位為 定録、

兼統地員。 使保學有道、 年命相 閣、 勤恭所蘊、 四極法令、 宮館洞嚢、 治丹陽句

曲之山。 固其励之、 動静察聞。 又曰、 盈固弟衷、 挺業該清。 雖晩反正、 思微徹

誠。 断馘六天、 オ頴梗明 今屈司三官、 イ 令建名。 穂括
‘
宗、 領死記生。 位為

地仙、 九宮之英。 勧教童蒙、 開道方成。 教訓女官、 授諸妙震。 蓋治百鬼、 典崇

校精 開察水源、 江海流傾。 封掌金谷、 蔵録玉漿。 監植噌芝、 ‘ 5 草夜光。 治干

良常 之山、 帯北洞之口、 鎮陰宮之門也。 使者授書詑而去。

② 『茅山志』巻二十「九錫真人三茅君碑文」碑文 5b

君又啓王君。 於二弟 、 賑難勤苦、 備加廉到。 遂皆降以神天高聖之授、 倶晏虎耕芙，

段落 9 (10a ~ 11 b) 

【原文】

大司命君住旬曲四十三年、 至哀帝元壽二年庚申歳年、 ー百四十有五。 是歳八月

十八日 己酉、 南嶽赤員人、 西城王君、 態山王母、 方諸青童君、 同造君干山中。

時天皇大帝、 遣逸域宮繍衣使者、 授君以神璽玉章。 太微天帝君、 遣三天左宮直

コ―

正



御、 賜八龍錦輿、 紫羽華衣。 太上大道君、 遣協晨大夫、 賜金虎員符 、 流金之鈴。

金 関聖君、 命太極員人、 使正一上玄玉郎、 賜以四節、 燕胎、 流明神芝、 長曜震

飛夜光洞草、 使拝而食之、 侃璽服衣、 正冠北首、 帯符 握鈴。 畢、 使者告君 曰、

食太極四節隠芝者、 位 為員卿。 食金 関燕胎玉芝者、 位 為司命。 食東宮流明金英、

則有司録之任。 食長曜震飛夜光洞草、 則常為員伯、 兼主穂左右御史之任。 子今

日盛食之芙。 壽同天地、 位 為司命上員東嶽卿君、 都統呉越之神霊、 純帥江左之

山元 也。 言畢、 使者各去。 須央五帝君、 各乗方面色車、 従官来下、 隋太①帝之

命、 授君九錫朋文、 〈九錫文、 見言告副墨篇。 〉 位 為司命東卿上員君。 文以紫玉為

版、黄金刻之。 君伏受書署。 再拝畢、 震官上員五帝各去。 唯師王君、西王母留後、

為君大設天厨。 王母命諸侍女作榮、 復歌玄雲之 曲 曰、 大象雖云蓼、 我把九天戸。

披雲汎八景、 條忽適下土。 空同□②玄音、 至震不容冶。 太①帝□□口③、 口④

悟風塵苦。 願神三 元 中、 納精玉闊下。 遂乗萬龍椿、 落鳳吟九野。 又曰、 玄圃邁

北塁、 五城娩嵯峨。 啓彼無涯津、 汎此 織女河。 仰上昇鋒庭、 下瀞 日 窟阿。 顧吟

八落外、 指貼九空返。 忽已不覺努、 登悟少輿多。 撫激命衆女、 空退忽已和。 妙

暢 自然同、 是為玄雲歌。 震詔陣天韻、 員音辟無邪。 歌言乞良久、 倶詣二君之宮。

【校訂】

①太・ ・ 王 蘭点校『茅 山志』（上海古籍 出版、 2018年。 底本は台北国家図書

館蔵 明嘉靖三十年玉晨観刊本）巻上 128 頁により、 「大」を 「太」 に改めた。

②ロ・・『漢武帝内伝』に「空洞成玄音」( 3 b) とあるのによって、 「成」 を補う。

訓読以下こ ちらに従う。 なお、 『漢武帝 内伝』 のこの部分は『茅君内伝』 を下

敷きにしていると思われる。

③□□□ . . 『漢武帝内伝』に 「太員嘘中唱」 ( 3 b) とあるの によって、 「嘘中唱」

を補う。 訓読以下こ ちらに従う。

④ロ・・『漢武帝内伝』 に「始知風塵苦」( 3 b) とあるのによって、「始」 を補う。

訓読以下こちらに従う。

【訓読】

大 司命 君 旬 曲に住 ま ること 四十三年、 哀帝の 元 壽二年庚申の歳年に 至 り 、

ー百四十有五な り 。 是の歳の八月 十八 日 己酉、 南嶽赤員人、 西城王君、 饂山王
母、 方諸青童君、 同に君に山中 に 造 る。 時に天皇大帝①は、 逸域宮の繍衣使者

②を遣はし、 君に授 く る に神璽玉章を以てせしむ。 太微天帝君③は、 三天左宮

直御②を遣はし、 八龍の錦輿、 紫羽の華衣を賜はらしむ。 太上大道君は、 協晨

大夫②を遣はし、 金虎員符 ④、 流金の鈴⑤を賜はらしむ。 金 開聖君は、 太極員

人⑥に命じ、 正一上玄玉郎②をして、 賜ふに四節、 燕胎、 流明の神芝、 長曜霊
飛夜光洞草を以てせしめ、 拝して之を食し、 璽を侃び衣を服し、 冠を正して北

首し、 符 を帯び鈴を握らし む。 畢れば、 使者 君に告げて 曰く、 太極四節隠芝
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を食する者は、位員卿と為る。金閤燕胎玉芝⑦を食する者は、位司命と為る。

東宮の流明金英⑧を食すれば、則ち司録の任有り。長曜霊飛夜光洞草⑨を食す

れば、則ち嘗に員伯と為り、兼ねて左右御史の任を主練すべし。子今日需＜

之を食せり。壽は天地に同じく、位は司命上員東嶽卿君と為り、呉越の神震を

都統し、江左の山元を継帥するなり。言ひ畢はれば、使者各おの去る。須央に

して五帝君、各おの方面の色の車に乗りて、官を従へて来たり下り、太帝の命

を隋み、君に九錫冊文を授くれば、く九錫文は、詰副墨篇に見ゆ。〉⑩位は司命

東卿上員君と為る。文は紫玉を以て版と為し、黄金もて之を刻む。君伏して

書署を受く。再拝し畢はれば、震官上員の五帝各おの去る。唯だ師の王君、西

王母のみ後ちに留まり、君の為に大いに天厨を設く。王母は諸もろの侍女に命

じて楽を作さしめ、復た玄雲の曲を歌ひて曰く、大象は蓼たりと云ふと雖も、

我は九天の戸を把る。雲を披きて八景⑪を汎かべ、條忽として下土に適く。空

同は玄音を成し、至震は容冶たらず。太帝⑫中に嘘して唱ふれば、始めて風塵

の苦を悟る。神を三元⑬の中に願ひ、精を玉闊⑭の下に納る。遂に萬龍の椿に

乗り、落鳳は九野を吟む。又た曰く、玄圃は北棗⑮を過め、五城は娩らかにし

て嵯峨たり。彼の無涯の津を啓き、此の織女の河に汎かぶ。仰ぎて緯庭に上昇

し、日窟⑯の阿に下滸す。八落の外を顧吟し、九空の返きを指貼す。忽ち已に

芳を覺えざれば、登に少と多とを悟らんや。激を撫して衆女に命ずれば、空返

忽ち已に和す。妙暢して自然に同ず、是れを玄雲の歌と為す。震詔は天韻を陣

にし、員音は辟に邪無し。歌ひ言乞はりて良や久しくすれば、倶に二君の宮に詣る。

【語釈】

①天皇大帝・・北極星を神格化したもの。漢代からすでに知られていた。『史

記正義』に「鄭玄云、臭天上帝、謂天皇大帝、北辰之星」とある。しかし、六

朝道教文献における用例は少なく、あまり目立った役割も与えられていない。

『上清太上帝君九真中経』巻上に「一道秘言曰、以立春日正月甲乙日清朝、北

望有紫緑白雲者、是為太上三元君三素飛雲也。其時三元君乗八盤之輪、上詣天

皇太帝」(12a~b)、『洞真太
一

帝君太丹隠書洞真玄経』に「又閉目存呼太極

紫房天皇太帝君逢凌梵、字履昌震、一
名七震、

一
名神丈人」(42a)とある。また、

成立年代のはっきりしない『老子中経』にも「太清郷虚無里、姓朱愚、名光、

字帝郷、乃在太微勾陳之内
一

星是也。琥曰天皇太帝耀暁賣」（『雲笈七鍛』巻

十八2a)と見える。

②繍衣使者、三天左宮直御、協晨大夫、正
一

上玄玉郎・・『太平広記』巻十
一

「大茅君」には「繍衣使者治廣、子期」、「三天左宮御史管修條」、「協晨大夫〔石〕

叔門」、「正一（止）〔上〕玄玉郎王忠、飽丘等」とある。この段落の【参考】

②を参照。また、『洞玄霊宝真霊位業図』にも「三天左宮直御史管長條」(4b)、

「協晨大夫石叔門」(4a)、「正一
上玄玉郎王中、飽丘」(1la)と見えるため、『茅



君内伝』には本来それぞれの名が記されていたのかもしれない。

③太微天帝君・・数々の上清経を伝えたとされる高位 の神格。 金 闊聖君の上位 、

太上大道君の下位 に位 置づけられる。 『真諧』巻九に 「 日 中五帝字曰、 日 魂珠

景昭餡緑映週霞赤童玄炎諷象。 凡十六字。 此是金 闊聖君採服飛根之道。 昔受之

於太微天帝君」( 24 b)、 『洞真太上神虎隠文』に 「於是太上 大道 君、 乃命左玄

玉郎鬱利玄、 執金羽節、 召太微天帝君」( 3 b)とある。 また、 中央黄老君の上

位 に位 置づけられることもある。 『洞真太上紫 度炎光神元 変経』 「太微帝君記」

に「是以得御紫 度炎光廻神飛臀登空之法。 修行内應、 上登玉清高上之尊。 道備

以付中央黄老君焉」( 2a ~ b)、 『上清太上帝君九真中経』巻上に 「中央黄老君者、

太上太微天帝君之弟」( l a)とある。

④金虎真符 ・・天地の動きを制御し群霊をひれ伏させたり、 千妖万鬼を退治し

たりする効果がある。 『洞真太微金虎真符 』に「侃此符 者、 威制天地、 呵叱葦震、

控駕景龍、 位 司高仙。 瑣音既震、 則玉華侍側、 金 員衛兵、 千妖喪眸、 萬鬼滅形、

九魔近首、 六天推傾」( l b ~ 2a) とある。 『洞真太微金虎真符 』と 『洞真太上

金篇虎符 真文経』によると、 「金虎真符 」は太微天帝君から金 開帝君に伝えら

れたものとされる。

⑤流金の鈴 ・ ・ 真人たちが鬼神を制するために身につけている炎の武器。 『真

諧』巻五に 「君 曰、 仙道有流金之鈴、 以撮鬼神」(4 a)とある。 詳し く は、 廣

瀬直記 「六朝道教上清派再考ー 一陶弘景を中心に」、 早稲田大学博士学位 論文、

201 7年、 201 ~202 頁を参照。

⑥太極真人・・真人候補者を審査する役割をもつ。 なお、 霊宝経で太極真人と

いえば、 ふつう徐来勒のことを指すが、 これは本来爵位 のようなものであり、

必ずしも特 定の真人に対する呼称ではない。 張超然 「系譜・教法及其整合 ： 東

晋南朝道教上清経派的基礎研究」、 国立政治大学中国文学系九十六学年 度博士

学位 論文、 2008 年、 14 7頁を参照。

⑦金 闊燕胎玉芝・・『太極真人九転還丹経要訣』 「茅君五種芝茸方」に 「第三芝

名燕胎芝。 ……営為太清龍虎仙君、 正一郎中芙」( 7a)と 見える。 ただし、 司

命になれるとは言われていない。 ここにいう五種芝茸は、 茅君が茅山の内部外

部に植えたものとさ れ、 『真詰』巻十三にも「華陽洞亦有五種夜光芝 〈此則司

命所請以植句 曲内外者也〉」(8 a)とある。
⑧東宮の流明金 英・・趙公成が太上真人か ら授け られたとされる流明檀桓散と

関係ありか。 『真詰』巻十に 「太上員人賜公成流明檀桓散一剤」(14 b)とある。

⑨長曜霊飛夜光洞草・・『太極真人九転還丹経要訣』 「茅君五種芝茸方」に 「第

四 芝名夜光洞草芝。 … … 常為太清仙宮左御史芙」( 7a) とある。 『真詰』巻四

にも 「個令東山忽有石髄磐結、 紫芝映林、 夜光換燭、 燕胎曜峯……」( l a)と

見える。

⑩ く九錫文は、 詰副墨篇に見ゆ。 〉・・『茅山志』 巻ー 「詰副墨」と 『雲笈七鍛』

「茅君内伝」訳注研究（三） 97 
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巻百四 「太元 真人東嶽上卿司命真君伝」 にその文が収録されて いる。 本来 『茅

君内伝』 の一部だったものだろう。 この段落の 【参考】 ①を参照。

⑪八景 ・ • ここでは八景の車のことと解釈した。 『真諧』 巻五に「君曰、 仙道

有八景之輿、 以遊行上清」(4 b)とある。

⑫太帝 ・ ・ 段落8 の語釈⑤で述べたように、 『真詰』、 『登真隠 訣』 に限って

見ると、「太帝」と 呼ばれる神格は、 扶桑太帝、 白元 太帝、 北太帝君で ある。

ここでは、 後ろの 「北台」と関連があるのではな いかと見て、 かりに北太帝君

（鄭都北帝）のことと解釈した。

⑬三元 ・ ・ 体内の三元 宮。 上元 泥丸宮、 中元 緯宮、 下元 命門丹田宮のことを い

う。 泥丸宮には赤子（泥丸天帝君）と帝卿、 鋒宮には真人（鋒宮丹皇君）と輔卿、

丹田宮には嬰兒（黄庭元 王）と弼卿が宿る。 『金 閥帝君三元 真一経』に「雨眉間上、

却入一寸為明堂、 却入二寸為洞房、 却入三寸為丹 田泥丸宮。 ……丹 田泥丸宮、

正四方、 面各一寸。 … …上元 赤子居中、 在斗蓋之下。 赤子諌玄凝天 、 字三元 先、

位為泥丸天帝君。 其右有帝卿一人相封。 是臨舌脳之精神、 升化而生也。 緯肇勒精、

字仲玄生。 上人為帝卿君。 此二人共治泥丸中」(4 b) 、「心為中丹田、 琥為鋒宮。

鎮心中中央。 正四方、 方面各一寸。 ……中元 員人居其中。 緯神運珠、 字子南丹、

位為緯宮丹皇君。 其右有輔皇卿一人。 是四蔵之精神結化也。 入緯宮為輔卿、 緯

光堅、 字四震。 此二人共治鋒宮中」(5a ~ b) 、 「腑下三寸、 琥命門丹田宮。 下

元 嬰兒居其中。 四方各一寸。 … …下元 嬰兒、 緯始明精、 字元 陽昌、 位為黄庭元

王。 其右有保鎮弼卿一人。 是精氣津液之神、 結煙昇化也。 入在丹田宮。 弼卿諌

蹄上明、 字谷下玄。 此二人共治丹田下元 中」(5b ~ 6a)とある。 廣瀬直記「『登

真隠 訣』 訳注稿（一）」、 『論叢アジアの文化と思想』 第19 号、 15 頁を参照。

⑭玉闊 ・ ・ 腎臓のことか。 『上清黄庭内景経』「肺部章第九」に「肺部之宮似華蓋、

下有童子坐玉 関」 、その梁丘子注に 「玉開者、 腎中 白氣上輿肺連也」（『雲笈七鍛』

巻十ー 25a ~ b)とある。

⑮北台 ・ ・ 鄭都の北帝台。 『周氏冥通記』巻四に「唐丞論北嚢事極多。 非可書銘。

〈北嘉、 鄭都北帝塁〉」(14 b) と ある。

⑯日窟 ・ ・ 東方に ある太陽の宿る場所。『 三洞珠嚢』 巻四に 「文始内博云、 老

子興閣令東遊、 登日窟常陽之山、 撥扶桑之丹楳、 散若林之朱華」 (9a) と ある。

【通釈】

〔一方、 後に〕 大司命君 〔となった茅盈〕 は句曲山に 四十三年留 まり、 哀帝

の元 寿二年庚申の年（前一年）に百四十五歳になった。 その年の八月十八日己

酉の日に、 南嶽赤真人と西城王君、 亀山王母、 方諸青童君がともに盈を訪ねて

山中にやってきた。 そのとき、 天皇大帝は逸域宮の繍衣使者を遣わして、 盈に

神璽玉章を授けさ せた。 太微天帝君は三天左宮直御を遣わして 、 八龍の錦輿と

紫羽の華衣を与えさせた。 太上大道君は協晨大夫を遣わして 、 「金虎真符 」と「流



金の鈴」を与えさせた。 金 関聖君は太極真人に命 じて、 正一上玄玉王郎を遣わ

して 四節、 燕胎、 流明の神芝および長曜霊飛夜光洞草を与えさせた。 そして、

盈にそれらを食べさせたうえで、 〔さきほ ど授けられた〕 神璽を身につけ華衣

をまとわせ、 冠を整え北を向かせ、「金虎真符 」を身につけ「流金の鈴」を握

らせた。
それが終わると、 使者たちは盈に告げて言った。「太極四節隠芝を食べた者

は真卿の位を得る。 金 閲燕胎玉芝を食べた者は司命の位を得る。 東宮の流明金

英を食べれば司録に任命される。 長曜霊飛夜光洞草を食べれば真伯となり、 兼

ねて左右御史の任務を統括するだろう。 あなたは今日それ らをすべて食べた。

〔その結果、〕 寿命は天地のように長くなり、 司命上真東嶽卿君の位 を得て呉越

の神霊を統べ、江左の山々の主を率いることになるだろう。」そう言い終わると、

使者たちはそれぞれ去 ってい った。

〔その後〕 すぐに五帝君が五方の色（東は青、 南は赤、 西は白、 北は黒、 中

央は黄色）の車に乗って、 侍官たちをしたがえ 降ってきた。 彼 らは扶桑太帝の

命により、 盈に「九錫冊文（任命書）」 を授けた。 ＜「九錫文」 は 『茅山志』「詰

副墨篇」に見える。 〉 こうして盈は司命東卿上真君の位を得た。「九錫冊文」は

紫玉の版（ タ ブ レ ッ ト ） に黄金で文字が刻まれたものだ った。 盈はひれ伏して

任命書を受け取った。 再拝し終わると、 霊官の上真である五帝はそれぞれ去 っ

てい った。

師の王君と西王母だけがその場に残り、盈に天上の料理を盛大に振る舞 った。

王母は侍女たちに命 じて音楽を演奏させ、 〔それにあわせて〕 玄雲の曲を歌った。

「と らえどころなき大きなものはひ っ そりしているというが、 私は九天の神々

を管轄している。 雲を開いて八景の車を浮かべたな ら、たち まち下界に赴こう。

中空には奥深い音が奏でられているが、 最も霊妙なるものは 〔かえ って〕 その

美しさ が表に現われないものだ。 〔しかし、 郵都の？ 〕 太帝が ひ ゅう っ と歌い

出したところで、 私はは じめて俗世の苦しみを悟った。 〔そこで〕 神々を体内

の三元宮のなかで養い、精気を 〔淵らさず〕 玉闊（腎臓）に納めることにした。

こうして万龍のことほぐ椿のような長寿を保つと、 舞い降りた鳳が世界 じ ゅう

に瑞祥を示した。」

王母は また歌 って言 った。「毘裔の玄圃は鄭都の北帝台を牽制し、 その五城

は輝きを発して切り立 っている。 はるか遠くのあの渡し場を開いて、 織女のた

たずむこの銀河に 〔八景の車を〕 浮かべよう。 仰いでは 〔太陽の輝く〕 緯庭に

上り、 下 っては太陽の宿る丘に遊ぶのだ。 私は世界の果ての外側を見回し、 九

天のはるか先を指さす。 〔真人は〕 にわかに疲れを感 じることがないのだから、

〔何をするにしても〕 多い少ないの 区別などあろうはずもない。 激をかき鳴 ら

して 侍女たちに命 じれば、 はるか彼方 までたち まち唱和する。 〔その歌は〕 美

しく伸びやかに広が っ て、 〔この世界の〕 ありの ま まの姿と一つになる。 それ
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を玄雲の歌という。 〔真人の〕 霊妙な言葉には 自然の響きが 自在に極められ、

真人の奏でる音にはよこし ま 〔で不 自然〕 なところが一つもない。 」 歌い終わっ

てしばらくすると、彼らはともに 〔盈の弟である〕 固と衷がいる宮殿に行った。

【参考】
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曾不懲憚。 今故報盈以斑龍之輿、素虎之餅。 盈浮晏太空、飛輪帝庭。 君披榛併景、

寒凌保 - -、 心求明員、 不戦不慄。 ＾故報盈以曲晨賣蓋、 王 昂緑室、 使盈遊 九

宮、 温密。 君遠秀遁榮、 無疲於心、 潜形 幽嶽、 静思萬 。 今故 盈以流金

火鈴、 雙 月明、 可じ 上聞太極、 通音 上：目 君 心高 淫， 、不墨、 素挺
‘

内外坦平。 今故報盈以錦椎繍播、 白羽玄竿、 可以呼召六臨、 玉女侍軒。 君慈向

腸物、 肱徳萬生、 醤動之毛、 皆念経螢。 今故報盈以鳳鸞之篇、 金鐘玉磐、 可以

和神虚館、榮員舞霊。 君飢渇養神、 蝦辛求員、萬物不能致其惑、千邪不能毀甚遵立

今故賜盈紫琳之腕、 玉漿金盟、 可以壽同三光、 刻簡丹瑣也。 盈標領清玄、 紫埠

八映、 心 重離、 曜太目 、 一員人之長者。 故以太元為琥。 君九徳既備、 感

太微、 人虚 白、 不期同 ョ。 ＾酬九事、 L‘ f生懐。 盈心 朗、 四露戸 、 丹

神啓 、 直不迪、 正 壬全固、 監無照微 ム屈宰上卿、 終括東嶽。 又加司命之
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四使者授屹、 使盈食芝侃璽、 服衣 （玉） 〔正〕 冠、 帯符 握鈴而立。 四使者告盈

曰、 食四節隠芝者、 位為員卿。 食金 閣玉芝者、 位為司命。 食流明金英者、 位為

司禄。 食長曜雙飛者、 位為員伯。 食夜光洞草者、 穂主 （在左） 〔左右〕 御史之任。

子盤食之芙。 壽齊天地、 位為司命上員東嶽上卿、 統呉越之神仙、 整江左之山遜

芙。 言畢、 使者倶去。 五帝君各以方面車服、 降於其庭、 偉太帝之命、 賜紫玉之

版、 黄金 刻書、 九錫之文、 拝盈為東嶽上卿司命員君太元 員人。 事畢倶去。 王母

及盈師西城王君、 為盈設天厨甜宴、 歌玄震之 曲。 宴罷、 王母槻王君及盈、 省顧

盈之二弟、 各授道要。 （ ※ 杜光庭『塘城集仙録』 巻ー「金母元君」により、 部

分的に文字を改めた。 ）
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